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[ 更北地区住民自治協議会だより 第11号 E 

平成23年7月1日発行/l!!北地E佳民自治箇限会位指広縄舗会
TEL2B6-2335有鰻8000UAL:http://www.grn.ianis.or .jprkjitikyo 

ごあいさつ
平栗より地続役員、区民の皆様に13r更北地区住民自治協議会Jの諸事草に己
主握とご協力を賜っておりま菅ことに感謝と御礼を申し上げま官。

平成19年4月に広報紙"まちづく口更北曹1号"を発行しました。そして今
日まで、長野市都市内分惜の全滞在お知らせしてきましfE.oこの問、準備会で横

肘協議したことや、平成20年2月に臥股立総量在開催し 「更北地区住民自治協

読会jが尭足したこと、そしてその組織役員部会事業などを地域の皆犠に広

県村役場にて 報してきました。今号では、 23年度の役員事築計画予算 22年度決算をお
知らせ致しま苦.

平成22年度よ口“一括支付金目の支給と怠り本格的容「住民自治協損金jの運宮が始まり、 Il!!北地区住民自

治協損金lが行政と対等 平等白関保のもと、協働して犠々草地壇際題を解決し、「よ口よい住んでいる喜びを実
感できる安全で安心怠ま古更北jの将来に向かって活動しております.地底の全ての皆犠の参加をお願い致しま言。

3月 11日に発生した車日本大震災輩村において13，未曾有の自然災害の遣さに鯖きを実感致しました。ちし、

更北地区で起こったらと思うと身に迫る恐れを感じます.

この大震災における輯媛童在畠願い致しましたところ、総額5.115α刃向が集まり、東村に3αmα)()円、日

本赤十字社に2.115α泊円お届けしました事在報告し、更北地域皆僚の善意に感謝と御礼を申し上げま官。
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胸脚一一時一!
~.~ 1W3F，茸i744rョ
、・R 部会長照川

(1)広報紙の発行

住民自治協議会の活動を広報するため、全戸に「まちづ

くり亘北JをE布しま雪。

博 (6)補助金空付夢業
各区等で実施寄る環聞こ関9る事業に対し、規定に毒づき

補助盆を交付言る.

(2)ホームベージへの縄磁

住民自治Il!機会の活動内容怠ど要望新情報を広報するため

ホムベジヘ田掲穏を行います.

(3)住民自治活動保険に関すること

住民自治活動保険の次年度以降の理宮方，去や術償内容に

ついて原案を作成して常世委員会ヘ提出します。

(4)元気怠まちコく口市民会樋の開催

地援の身近怠課題などについて市と意見空燃を行いま言。

切薗.，・見通~D!Ctnf;低二週
育声育 部会長角由紀六

(1)車北地区子どもフェスティバルの周催

第 11回目を迎える rl!!北地区子どもフヱスティパルJを
10月23日回に更北弘民館体育館Eびその周辺 織で開

催します。

(2)健康づくり筒鹿沼開催
介E震予防協座、介樋誉教室、および健康食鼠習怠ど

(町 その他

星野市社会福位大会における彼衰膨警の内@

災害見舞金晶事策に係る樫災者の報告

健康福祉に関9る部会等の担当者研修会の開催

語ぷ
(1)陪18雷発周のぼ口IIIの掲示
(2)空通安全対策夢築

部会長大西良三

新入学児童ヘ防把関係の欄語を印字した物晶を配布し、

把罪に答き込まれ怠いような意閣の向上を図りま言。

I防犯定規Jを小学綬新入学児賓ヘ配布しました.
(3)衝田昌発活動への箇力

(4)長野市宮通安全権進フェアへの参加・筒力

長野市等が主催する空通安全縫進フェアに参加し、空通安

全への聞E屯高品る活動に儲カする.

(5)防災対策事援

$'m罰3
(1 )不fま彼寮防止パトロール

(2)春 ・枚目大婦除

(3)ゴミゼ口彊勉 ・河川一斉漕婦

(4)花いっぱい運動

(5)観療研修会

部会長 中津俊明

盟関筑美化思想の芭鍍や部会員相互の資質向上を因るため湾

繍センター等の観察と講師を招き講演会を実絡寄る.

、.;・~.，，;a::J;，主五苦悩lFヨ
~.j'l 部会長町団幹芳

(1 )更北地区スポ ツ大会 9月4日間

住民の健康維符と務援を漂めることを目的として、野E求大

会 バレーボール大会を開催9るとともに、子どもがらお

年寄りまで幅広く委参加できるスポーツ大会として、ワンバ

つンドZ、らぽーるバレー大会を開催します。

(2)更北地区宜化韮術祭の開儲 11月13日開

地区内の文化芸術活動を行っている団体D.U個人に日慣の

鍛錬の成果を発表雪る機会を提供雪るととちに、文化芸術

に関係寄る人たちが一堂に会することによ口更北地区文化

芸術の9!~る彊興を回ることを目的に開催します.

(3)更北地巨人権問租教育縫遣市民の集い 11月5日出

同和間間を隠じめ、女性、子ども、 高瞬者、障害のある人、

外国A怠どの人権に関わる問閣の解決に向けて、 E北地区
住民が一堂に会し、人権の尊さを共有することで、全ての

人が幸ぜに蓉5tきる更北地区を目指し開催します.

(4)男女共同省参画社会づくりに向けた事幾の開催

‘保 部会長 松田 芳裕

(1) lI!北地区流し般の集し、

流し雛にお子さまの健やかな成長を託して開催しました.

(2) l!!北地巨青少年健全育成世民集会の開催

更北地区の鑓団体役員及びltI!l或住民が、子どもたちの健全

育戚を願U大会を開催する。

(3)地緩・学後の連絡舎の開催

4小学校 2<1'学絞において、諸包体星学絞との情報空

険会を実施し、子ども遣の安全確保や健全育成を回る.

(4)学校 田地燭子育て繍座の開催

5地織の育成会役員の向上を目的こ開催寄る.

灰皿封j醐 lf理 部会長僻眠

(1)特産品まつりの開催

特産品怠どの紹介販売をおこなし1、地産地消を進めるた

め、商工会更北支部が実施するイベントとタイアップし、

「特産品まつ口Iを開催し地域臨調の活性化を回口ま雪.
(2)調査 ・研究

2 

「遭同駅j 壊建物直売所開設 符産品の開発等、他団体と

の連携を深めながら地媛仮興策の検討を進めます。

各部会の行事に

大勢の皆さんご参加下さし1。



会長北湾建男

(1 )環境整備事業 (犀川遊歩道、公園・遊園地)

環境部門が中心となり、丹渡島橋上流及び長野大橋上流の犀川右岸堤防の遊歩道の麹備をする。

①遊苦道脇の草刈り、ニセアカシアの覆いかぶさっている枝払い、事道の整備を宮る。

喧地区内の公園 遊園地内の草刈り、砂場の石や異物を取り除き、幼兜が安心して遊べる環境づく

口(地区の老人ヲラブ、育成会に協力依頼)をする。

(2)防災対策事業
安全防災部門が中心となり、赤色誘導指示棒在各自治会にJ:i;:常備し、

自治会活動(見守り活動、夏祭り等)に活用し、地域保全に寄与する。

また、各区や自治会で実施する防災司練に協力宮る。

(3)青木島見守り隊事業

安全防災部門が中心となり、地区内の小・中学校には吾くの児童生徒

が通学しており、事件事故等に巻き込まれ怠o.ようにパトロールし、児
童・生徒の安全と治安維持等の向上を図る。

また、隊員の募集に伴い、帽子やタスキの補充を苦る。

(4)白線引き事業

(1 )防災関連事業

α防災訓練今年度は7月2日(土)に実施します。
②小島田排水路改修工事の早期完成を目指官。

①干曲川河川堤防護岸工事の早期完成を目指官。

(2)第60回小島田敏老会の開催
今年度は9月19日(月)実施します。

丹波鴎宿閲波400年祭記念事幾
高札場復元

会長照川 1車

(3)安全・安心ネットワーヲ(見守り活動)事業 4唱図花纏

安全、防災部会が主体とな口関係団体と協力し、下氷鉛小学校の一斉下校時に見守り活動在実施す

る事により、児童の安全と治安維持の向上在図りま言。

(4)白線引き事業

(5)第 18田川中島古戦場まつり花火大会への積極的参加

(6)ホヲルの郷再生事業への協力

稲里地区委員会と共に下氷錦小学校の一角在利用し、ホ'9ル在被とした地域住民のふれあし、の

場在創出しま官。

以上を柱として町民全員が安全で安心して暮らせる町づくりを目指し、頑張っております。

(1) 稲里町子どもと地域を守る活動の実施

地繊の子どもと地域の安全l立、稲里町住民主員が一丸と立って守る

ことを目標に、あいさつ(声かけ)運動を実施し、各小学校防犯パ

トロールへ参加する。

(2)ホヲルの郷再生事業の実施

力ワニナ、ホヲJしの幼虫の般流、棺栽等の環境整備容ど、ホヲルの
定着に向けて更に事業を進める。

(3)評議委員研修会の開催
評議委員による稲里町内の課題発見や課題解決を図るとともに、親

睦在深め円滑芯事業推進に資宮ることを目的に研修会を開催する。

-3-

委員畳大屋祝康

4月の幼虫紋流式



(4)白線引きの実施
(5)広報紙の発行

稲里地区委員会の事業計画や事業実施報告など、広く稲里町の住民ハ周知Zするため、広報紙を発行する

(6)稲里祭り検討委員会の立ち上げ

(1)防犯・防災事業

真島地域の防犯対策、防災体制の確立を目的に、防犯パトロール周の

帽子等在購入するとともに、有事に備えて防災用晶を整備する。

(2)地繊活性化補助事業
真島地区の活性化在目的とした関係団体への運営費を補助する。

(3)白線引き事業

委員長高橋一博

アクアパル千幽消化タンク工g

平感~額富誤鰐'ïl!.'@平届~~~隼自予算

収入の部

大項目 「 旦豆旦
1公的補助

1長野市楠助金

2その他補助金

2地区負担金

3繰越童
4総収入

5事業収入

皿入町都合計

平成23年度収入

平成23年度支出

縁起盆

1，777，676 

単位(円)

H23年度予算 H22年度決算

22.857.000 19.806.800 

18.144.000 16.810.000 

4，713.000 2.996.800 

8.400.000 8.458.400 

1，777，676 947.423 

8，324 5.558 

60.0日D 60.000 

33.103.000 29.278.181 

維眼入

8.324 

支出の部 単位(円)

大項目 H23年度予算IH22年度決算

2瞳康福祉部会費

5文化生韮学習部会費

9111務局費

10予備資
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